
＜学校教育自己診断 低学年集計結果＞（１～３年生）
１．がっこうへ いくのが たのしい。（１と２で８６％）

２．はなしを よくきいてくれる せんせいがいる。（１と２で９１％）

３．がっこうに なかのよい ともだちがいる。（１と２で９５％）

４．がっこうの きまりを よくまもっている。（１と２で８８％）

５．がっこうの べんきょうは わかりやすく たのしい。（１と２で８７％）

６．しゅくだいを まいにち している。（１と２で９３％）

７．みんなのまえで てをあげて よくはっぴょうする。（１と２で７６％）

８．ノートを ていねいに かいている。（１と２で８３％）

９．べんきょうで わからないことを せんせいに ききやすい。（１と２で８３％）

１０．がっこうは いつもきれいだ。（１と２で８４％）

１１．うんどうかい えんそくなどの ぎょうじはたのしい。（１と２で９５％）

１２．がっこうの きゅうしょくは おいしい。（１と２で９６％）

＜考察＞

「１．よくあてはまる」と「２．ややあてはまる」を肯定的意見、「３．あまりあては

まらない」と「４．まったくあてはまらない」を否定的意見として見てみると、「１」と

「２」で質問７以外は８０％を超えており、比較的良い傾向が表れています。７について

も７６％と悪くはありませんが、自分から進んで授業に参加し、発表できるような取組み

もこれから考えていく必要があります。



＜学校教育自己診断 高学年集計結果＞（４～６年生）
１．学校へ行くのが楽しい。（１と２で１８８÷２３５＝０.８で、８０％）

２．自分の話をよく聞いてくれる先生がいる。（１と２で８４％）

３．学校に仲のよい友だちがいる。（１と２で９６％）

４．学校の「生活・学習ルール」をよく守っている。（１と２で８４％）

５．学校の授業は、わかりやすい。（１と２で８５％）

６．家庭学習の習慣が身についている。（１と２で７２％）

７．学習や話し合いなどで、自分の考えをよく発表する。（１と２で５７％）

８．ノートをていねいに書いている。（１と２で６９％）

９．授業で分からないことについて、先生に質問しやすい。（１と２で６３％）

１０．学校は、いつもきれいに保たれている。（１と２で７４％）

１１．学校行事（運動会や遠足など）は楽しい。（１と２で８７％）

１２．学校の給食は、おいしい。（１と２で９４％）

＜考察＞

「１」と「２」を肯定的意見、「３」と「４」を否定的意見として見てみると、「１」と

「２」で８０％を超えないのは、

６（家庭学習の習慣が身についている。：７２％）、

７（学習や話し合いなどで、自分の考えをよく発表する。：５７％）、

８（ノートをていねいに書いている。：６９％）、

９（授業で分からないことについて、先生に質問しやすい。：６３％）、

１０（学校は、いつもきれいに保たれている。：７４％）の５項目あります。

低学年の結果で８０％を超えないのは７のみなので、全学年の課題が７であることが分

かります。よって、発表しやすい授業づくりや進んで発表する取組みが必要です。それと

共に、６、８、９、１０についても家庭と学校が連携して、子どもたちをさらに支援して

いく体制を進めていきたいと考えます。

以上が次年度の課題となります。今後もご協力をよろしくお願いします。


